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一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

赤

坂

勝

皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
健
や
か
に

新
た
な
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事

と
存
じ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
し
て
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
の
、
二
万
余
の
尊
い
命
を
奪
っ

た
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

六
百
余
日
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
未
だ
復
興
、
復

旧
が
侭
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
と
、

昨
年
の
十
一
月
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障

害
者
団
体
連
絡
会
団
体
長
等
会
議
で

の
被
災
県
・
市
の
会
長
さ
ん
か
ら
の

詳
細
な
報
告
を
受
け
、
遅
い
復
旧
・

復
興
に
心
が
痛
む
想
い
で
あ
り
、
改

め
て
被
災
地
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
一
日

も
早
い
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
念
じ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
昨
年
の
全
道
福
祉
大
会
は
、

釧
路
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
ご
支

援
で
釧
路
市
で
、
全
道
各
地
よ
り
七

百
余
の
会
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
変
有

意
義
な
大
会
を
開
催
で
き
、
成
功
裡

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
開
催
地
の
釧
路

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
皆
様
方
の

ご
配
慮
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
前
の
十
二
月
に
障
害
者
制
度

改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

元
に
障
害
者
制
度
改
革
推
進
会
議
が

設
け
ら
れ
、
新
た
に
障
害
当
事
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
参
画
さ
せ
て
の

障
害
者
施
策
を
総
合
的
に
改
革
し
、

総
合
福
祉
部
会
か
ら
障
害
者
総
合
福

祉
法
に
向
け
て
六
十
項
目
に
わ
た
る

提
言
が
さ
れ
、
着
実
に
障
害
者
福
祉

の
根
幹
が
出
来
る
と
歓
喜
雀
躍
し
た

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ

れ
た
法
案
は
、
名
称
も
支
援
法
の
改

正
で
あ
り
、
総
合
福
祉
部
会
か
ら
の

六
十
項
目
の
提
言
の
う
ち
取
り
入
れ

ら
れ
た
の
が
僅
か
三
項
目
に
過
ぎ
な

い
残
念
な
結
果
で
あ
り
、
更
に
は
付

帯
決
議
が
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
、

既
に
国
会
を
通
過
し
、
来
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
障
害
者
制
度
改
革
に
よ
り
、

今
後
、
障
害
者
権
利
条
約
の
理
念
に

沿
っ
た
法
整
備
が
行
わ
れ
、
障
害
者

の
自
己
選
択
、
自
己
決
定
に
よ
る
地

域
生
活
、
障
害
当
事
者
の
参
画
に
よ

る
障
害
者
施
策
な
ど
、
極
く
当
た
り

前
な
こ
と
で
す
が
障
害
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
が
等
し
く
相

互
に
個
性
を
尊
重
し
あ
う
共
生
社
会

が
近
付
い
て
き
た
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
今
日
ま
で
「
二
十
一

世
紀
は
共
生
の
時
代
」
と
位
置
付
け

て
運
動
展
開
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
は
そ
の
努
力
が
よ
う
や
く
結
実
し

つ
つ
あ
る
と
挨
拶
の
中
で
申
し
上
げ

ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
大
幅
に
後
退

し
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
み
て

い
る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
そ
の

実
現
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力
を
尽

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
し
、
そ
し
て
何
よ
り
も
実

現
の
た
め
に
は
、
今
後
と
も
、
会
員

皆
様
方
の
大
き
な
ご
支
援
と
絶
大
な

る
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
不
可
能
と
考

え
ま
す
。

幸
い
、
今
年
は
、
五
月
二
十
七
・

二
十
八
日
に
全
国
大
会
を
札
幌
市
と

と
も
に
主
管
し
て
開
催
し
ま
す
。
全

国
か
ら
五
千
余
の
会
員
が
参
加
す
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
全
国
規
模
の
大
会
を
通
し

て
、
障
害
者
福
祉
の
一
層
の
充
実
を

求
め
て
運
動
展
開
を
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

何
卒
会
員
の
皆
様
の
旧
に
倍
し
て

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
た
く
御

願
い
致
し
ま
す
。

一
方
、北
海
道
に
お
き
ま
し
て
は
、

三
年
前
の
四
月
か
ら
障
害
者
条
例
が

施
行
さ
れ
、
障
害
者
の
権
利
擁
護
や

暮
ら
し
や
す
い
地
域
つ
く
り
の
推
進

が
各
地
で
図
ら
れ
て
お
り
、
更
に
は

二
十
三
年
度
で
終
了
す
る
北
海
道
障

害
福
祉
計
画
は
、
新
た
に
第
三
期
北

海
道
障
害
福
祉
計
画
策
定
の
た
め
に

よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
の
意
見
募
集

な
ど
、
障
害
の
な
い
人
と
の
平
等
と

公
平
に
向
け
て
様
々
な
施
策
が
予
定

さ
れ
ま
す
。

一
昨
年
、
事
務
局
に
大
き
な
動
き

が
あ
り
ま
し
た
。
常
務
理
事
、
事
務

局
長
を
一
昨
年
三
月
よ
り
障
害
当
事

者
を
充
て
、
ご
他
聞
に
漏
れ
ず
財
政

が
逼
迫
し
た
中
で
勇
断
を
持
っ
て
改

革
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
に
と
っ
て
多
少
�
い
ず

い
�
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す

が
、こ
の
こ
と
は
、「
障
害
者
の
、障
害

者
に
よ
る
、障
害
者
の
た
め
の
福
祉
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
は
、益
々
会
員
様
と
の
問
題
意
識

を
共
有
し
、内
外
に
積
極
的
に
発
信

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年

が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
で
あ
り
ま
す
事
を
祈
念
す
る
と
共

に
、
夫
々
の
地
域
で
障
害
者
福
祉
の

向
上
の
た
め
活
躍
さ
れ
る
事
を
期
待

し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平平
成成
二二
十十
五五
年年
元元
旦旦

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

赤
坂

勝

副
会
長

政
田

一
美

副
会
長

滝
山

征
冶

常
務
理
事

泉

司

理

事

澤
田

秀
雄

理

事

堂
前

文
男

理

事

篠
山

准
子

理

事

清
藤

勲

理

事

伊
東
ミ
ツ
子

理

事

山
本

克
光

監

事

左
京

信
二

監

事

工
藤

公
人

加
盟
団
体
代
表

石
狩
支
庁

三
浦

勇
吉

渡
島
地
区

沢
出

博

桧
山
地
区

佐
々
木
啓
之

後
志
地
区

佐
々
木

栄

空
知
地
区

澤
田

秀
雄

上
川
地
区

小
林

忠
義

留
萌
地
区

福
井

紀
道

宗
谷
地
区

篠
山

准
子

網
走
地
区

鈴
木

洋

胆
振
地
区

堂
前

文
男

日
高
地
区

長
谷
川
輝
男

十
勝
地
区

竹
田

力

釧
路
地
区

中
澤

廣

根
室
地
区

神
部

勝
利

函
館
市

佐
藤

秀
臣

小
樽
市

赤
坂

勝

室
蘭
市

政
田

一
美

釧
路
市

滝
山

征
治

帯
広
市

倉
金

國
昭

北
見
市

佐
藤
芳
太
郎

夕
張
市

小
林

孝
雄

岩
見
沢
市

三
宅

睦
男

網
走
市

多
々
良
弘
美

留
萌
市

清
水

覚

苫
小
牧
市

西
田

誠
吾

稚
内
市

井
澤

勝
義

美
唄
市

安
藤

淳

芦
別
市

武
田

貞
信

江
別
市

八
木
橋
秀
幸

赤
平
市

若
山

武
信

紋
別
市

藤
田
孝
太
郎

士
別
市

寺
下

亘

名
寄
市

木
村
喜
代
志

三
笠
市

奥
村

一

根
室
市

淀
川

ス
キ

千
歳
市

伊
東
ミ
ツ
子

滝
川
市

左
京

信
二

砂
川
市

工
藤

公
人

歌
志
内
市

太
田
フ
サ
子

深
川
市

星
野

賢

富
良
野
市

井
上

和
正

登
別
市

熊
谷

昭
吾

恵
庭
市

鹿
野

均

伊
達
市

石
川

鐵
男

北
広
島
市

佐
々
木
紀
雄

石
狩
市

古
泉

利
雄

北
斗
市

清
藤

勲

北
海
道
視
力
障
害
者
福
祉
連
合
会

山
本

克
光

北
鈴
会（
咽
頭
摘
出
者
福
祉
団
体
）

松
永

雅
晴

北
海
道
中
途
難
失
聴
者
協
会

中
西

昭
夫

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
団
体
連
絡

会
団
体
長
等
会
議
の
開
催

「
平
成
二
十
四
年
度

東
北
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
団
体
連
絡

会
団
体
長
等
会
議
が
平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
十
九
・
三
十
日
に
札
幌
の

ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。」

当
日
、
九
加
盟
団
体
の
会
長
・
事

務
局
長
の
十
八
名
と
北
海
道
保
健
福

祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課

長
、
に
っ
し
ん
れ
ん
収
益
事
業
所
二

名
、
北
身
協
副
会
長
二
名
、
北
身
協

事
務
局
二
名
の
総
勢
二
十
五
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
概
略
は
次
の
通
り

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、

赤
坂

勝
会
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
の

後
、
北
海
道
保
健
福
祉
部
障
が
い
者

保
健
福
祉
課
、
梅
井

治
雄
課
長
よ

り
来
賓
挨
拶
、
続
い
て
、
東
北
・
ブ

ロ
ッ
ク
団
体
連
絡
会
、
前
田
会
長
挨

拶
の
後
、
議
長
に
北
身
協
赤
坂
会
長

が
選
出
さ
れ
、
出
席
者
の
自
己
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
日
身
連
副
会
長
の
前

田
会
長
か
ら
日
身
連
に
動
き
に
つ
い

て
報
告
の
あ
と
、
協
議
事
項
に
つ
い

て
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
協
議
事
項

▼
平
成
二
十
三
年
度
連
絡
会
に
係
る

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
。

▼
平
成
二
十
四
年
度
連
絡
会
に
係
る

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
。

一
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
連

絡
会
団
体
長
会
議
の
開
催
当
番

に
つ
い
て
。

※
平
成
二
十
五
年
度
開
催
県
を
震

災
に
よ
る
一
時
的
な
変
動
か
ら

復
活
し
て
宮
城
県
で
開
催
す
る

こ
と
決
し
た
。

一
、
平
成
二
十
四
年
度
第
二
回
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
団
体
長

等
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
。

※
日
身
連
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
選

出
の
た
め
の
開
催
実
施
は
団
体

財
政
難
の
お
り
か
ら
否
決
と
な

裏
面
へ

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

（平成２５年１月１日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第７０５号）（１）
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会場風景議長の赤坂 勝北身協会長

寄付金贈呈の赤坂会長と泉常務理事

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

たつ ぐち よう じ

歌志内市 辰口 洋司
題名 エゾモモンガ（親子）

なが さわ つよし

豊浦町 長澤 剛
題名 捕食

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

り
、
今
会
議
に
よ
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
日
身
連
の
役
員
改
選
に
伴
う

理
事
の
選
出

※
阿
部

一
彦【
仙
障
協（
再
任
）、

日
身
連
副
会
長（
新
任
）】

※
浅
香

博
文【
札
身
協（
再
任
）

※
森

正
義【
宮
城
身
協（
新
任
）】

一
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
会
長

阿
部

一
彦

以
上
決
定
し
ま
し
た

▼
各
道
・
県
・
政
令
指
定
都
市
身
体

障
害
者
団
体
に
お
け
る
活
動
状
況

加
盟
九
団
体
か
ら
説
明
・
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た

▼
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

七
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
二
十
五
年
度
日
本
身
体
障
害

者
福
祉
大
会
北
海
道
大
会
の
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
各
団
体
の

大
会
分
担
金
に
つ
い
て

北
身
協
か
ら
各
協
会
へ
各
々
三
十

万
円
の
負
担
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

各
協
会
の
持
ち
帰
り
事
項
と
な

り
、回
答
は
本
年
十
二
月
末
と
し
た
。

▼
そ
の
他

山
形
身
協
か
ら「
災
害
時
の
応
援

に
関
す
る
協
定
書
」に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
採
択
」さ
れ
ま
し
た
。以
上
各
協

議
事
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
無
事
終
了

し
休
憩
後
会
議
後
半
と
な
り
ま
し
た
。

日日
本本
舞舞
踊踊
泉泉
流流
寄寄
付付
金金
贈贈
呈呈
式式

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
八
日
、

札
幌
市
の
共
済
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第

十
九
回
泉
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
日
本
舞

踊
会
が
午
前
十
一
時
〜
十
五
時
三
十

分
迄
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
、
赤
坂

勝
会
長
と
泉

司
常

務
理
事
が
出
席
し
、
寄
付
金
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
「
第
二
十
七
回

障
害
者
に
よ
る
書
道
・
写
真
全
国

コ
ン
テ
ス
ト
」
審
査
結
果

今
年
度
も
全
国
か
ら
書
道
部
門
八

百
十
五
点
、
写
真
部
門
二
百
四
十
五

点
、合
計
千
六
十
点
の
応
募
が
あ
り
、

北
海
道
か
ら
は
書
道
八
点
、
写
真
十

二
点
で
し
た
。
十
月
三
十
・
三
十
一

日
に
厳
正
な
審
査
の
結
果
入
賞
作
品

百
点
が
決
定
致
し
ま
し
た
。
北
海
道

の
入
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

書
道
部
門

▼
銀
賞

や
ま

も
と

け
い

た

ろ
う

京
極
町

山
本

敬
太
郎

い

と

な
い

し
ん

の
う

が
ん

も
ん

ほ
う

し
ょ

題
名

伊
都
内
親
王
願
文
の
倣
書

写
真
部
門

▼
金
賞

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
会
員
募
集

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
特
別
会
員

は
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
特
別

会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
年

会
費
が
安
く
、
年
齢
も
低
く
設
定
さ

れ
て
お
り
ま
す

▼
入
会
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
男
性
六
十
歳
以
上
、
女

性
五
十
五
歳
以
上
の
方

▼
年
会
費

一
人

千
三
百
円

▼
会
員
特
典

Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
購
入
の
乗
車
券
が

片
道
・
往
復
・
連
続
乗
車
に
い
ず
れ

か
の
利
用
で
二
百
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
利
用
の
場
合
二
〜
三
割
引
き

で
特
急
券
な
ど
を
購
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
以
下
に
願
い
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
先

〒
〇
六
〇
―

〇
〇
〇
二

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話：

〇
一
一
―

二
五
一
―

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
一
一
―

二
五
一
―

〇
八
五
八
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文
芸
に
投
稿
さ
れ
る
方
へ
お
願
い

一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

末
ま
で
に
願
い
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
記
入
願
い
ま
す
。

連
絡
先
、
住
所
・
電
話
番
号
の

記
入
を
願
い
ま
す
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事

業
の
利
用
登
録
申
請
に
つ
い
て

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
な

ど
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電
話

〇
一
一
―

二
五
一
―

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―

二
五
一
―

〇
八
五
八

先
ず
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

あ
な
た
の
自
立
と
社
会
参
加
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す

（２）（第７０５号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２５年１月１日）


